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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第7回院内研修について

日時：4/8(水)・4/9(木)17:30～18:30　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
テーマ：｢転倒・転落を起こしやすい薬剤および留意点について｣
講師：黒澤　雅広　薬剤師

・4/22(水)部署懇談会があり、今年度の個人の抱負を今週中までに入力しておくこと。

＜利用者様情報＞
・藤村　翔　様～来所時、表情暗く顔色も悪いため、状況を確認。昨日21時～3時までしか寝ておらず、起床時に寝汗をかいていたとのこと。具合の悪さはなく、お茶を飲み過ぎたと話している。生活状況については、家事を行ったり、家族とテレビを楽しく見て過ごしているとのこと。幻聴に関する訴えや的外れな返答はない。体調や精神症状の変化など観察を行っていく。

・北村　奈美様～特定スタッフに対して、「対応が嫌だから喧嘩しようと思った」と訴えている。話を傾聴すると、注意されることや言い方がきついことが嫌であるとのこと。本人の事を心配し直してほしいため伝えていると説明しているが納得していない様子。良い方向に物事を捉えること、困ったことがあった際には話しやすいスタッフに相談するなどして対処するように伝えると、本人納得している。

・種本　サハ様～昨日の夕食後から、手すりやテーブルに掴まりながら小股歩行をしており「歩けません。」と話している。本日、来所する予定であるが、GH世話人より情報提供あり、「疲れたので行けません」と訴えているとのこと。来所するように促すが、本人拒否し、デイナイトケアを欠席されている。

・倉橋　生子様～青風荘より情報提供あり。昨日の帰荘後、特定他者に「あんたの顔なんか見たくない」と口調強く話している。トラブルには発展せず、他の他者とは普通に会話していたとのこと。本日は、他者やスタッフと笑顔で交流している様子が見られており、不機嫌さはない。また、自らスタッフに「自分の悪い所はどこですか？」と質問をしており、自分の直すべき所を知りたいと話している。スタッフより、大声で他者のことを話すことや明らかに不機嫌な行動をすることで周囲のメンバーが嫌な思いをするのではないかと伝えると、「そっか」と受け入れている。今後も様子観察を行っていき、トラブルにならないように介入を行っていく。

・大下　良悦様～昨日、表情の硬さや話し掛けに対してすぐに返答できず動きが止まることが見られている。帰荘後は、手指振戦が目立ち、落ち着かない様子で過ごしていたとのこと。本日は、表情の硬さなく、落ち着いて過ごしている。今後も様子観察を続けていく。
・小向　武雄様～最近手すりを掴みながら摺り足で歩いている。本人に状況を確認すると「疲れた」とのこと。疲れているならば無理してエアロビを行わなくてもよいことを伝えると、「やる」と話している。手のみを動かしているが、無理なく取り組まれている。本人の意思を尊重しながら、サポートを行っていく。

＜外来情報＞
・板橋　利美様～4/22心電図検査を予定。

・清水　秋男様～週2～3日眩暈がすると訴えあり。シエロンテスト実施するも血圧に異常はない。青陽館利用時に血圧を測り、次回受診時に持参するよう本人に伝えている。

・平　京子　様～本日、栄養指導実施。

・青木　紀子様～以前からめまいがあったと話しており、シエロンテスト実施するも血圧に問題はない。薬の影響を心配している様子あるが、薬の影響ではないこと、様子観察するよう主治医より伝えている。また、1年ほど前から静かな部屋にいると左耳だけ、ぼーっという音が聞こえるとのこと。主治医から様子観察するよう伝えている。尿検査の結果、尿に白血球が出ているが、自覚症状は無いとのこと。コーラの飲みすぎである為、水分は1日2リットルまでにし、様子観察するよう主治医より伝えている。

カンファレンスシート（　古舘　正行　様）

実施日：H27年4月8日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：松橋・櫻田・服部

　　　　　　参加者：慶長、服部、松橋、會津、高橋

検討内容　

	氏名
	古舘　正行
	性別
	男
	年齢
	58
	生年月日
	1956/5/11

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身に付ける・対人関係を学ぶ・共同生活を覚える・現実的判断を学ぶ・作業能力、持続性の向上・病識をつける

	本人希望
	自宅に帰りたい。

	家族希望
	現在の生活を続ける。

	入院歴
	計　2回（最終：昭和55年11月15日～平成25年3月26日）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：平成25年3月27日～現在　　（週5回/月・火・水・木・金）

	その他サービス利用
	

	住居：

青風荘
	家族構成

両親は死去
妹・弟(どちらも東京在住)
　　　

キーパーソン：妹

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害厚生年金1級

遺族厚生年金
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）



	備考：難聴であるため、耳元で話さないと会話が通じない。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状安定し、現在の生活を維持する。
	①病状変化に気付く。
	①自ら不調を話せるようになる。困った事や不安な事は、そのままにせず確認する。
	①病状変化が見られないか観察や声掛けをし、不調（指しゃぶり・手指振戦・表情のこわばり・落ち着きの無さ・独語）がある際は振り返りを行う。不調がある際は少しでも自ら話せるようになる。

	
	②他利用者様に自ら話しかけることができる。
	②他者とコミュニケーションをとる。
	②周りに関心を持ち、挨拶や簡単な会話を自らできるようになる。

	
	③健康と体力を保つ。
	③姿勢を正し、運動にきちんと取り組む。好き嫌いせずに食事をする。
	③プログラム中の居眠り、噴出し笑い、ニヤツキ、歩行・立位時の姿勢が悪い際は声掛けをし、自ら意識できるようになる。食事を残食なく全量摂取できるようになる。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①自ら不調を話せるようになる。困った事や不安な事は、そのままにせず確認する。
	達成度：50％

・不調の自覚がなく、不調の際も「大丈夫。調子は良い。」と話している。自ら不調を訴えることはない。

・困った事・不安に思った事はスタッフに確認することができている。
・不調時には、目つきが悪くなったり疎通が上手くいかなかったりする。
・以前、疾病教室を実施した際に「病気はありません」と話していた。
	現在、自分から不調を訴えることはなく、病識がないため不調を自覚することが出来ていない。そのため、不調のサインが見られる時には、スタッフから声を掛け、自身の状態を振り返る事ができるように、具体的に問い掛けながら確認していく。

	②他者とコミュニケーションをとる。
	達成度：30％

・自ら他利用者に話し掛けることはないが、スタッフが簡単な会話（「天気良いですね」「タバコがおいしかったです」等）ができるようになってきている。
・他者より話し掛けられると、表情のニヤツキ・吹き出し笑いが見られる。
・プログラムに関して、「次はどこでやるの？」「作業療法は何をやるの？」とスタッフに質問することは出来ている。
	自分からも他者と話せるようになっている事から、今後も目標計画を継続し、交流を持てるようにスタッフから声を掛けていく。

	③姿勢を正し、運動にきちんと取り組む。好き嫌いせずに食事をする。
	達成度：20％

・前傾姿勢・膝を曲げている姿勢が目立っている。声掛けにて一時的に姿勢は良くなるが、姿勢を保つ事ができない。
・青風荘からの情報で、買い物に行ったときに下を向きながら歩いており、電信柱にぶつかりそうになった事があるとのこと。

・食事は野菜が嫌いで残している。声を掛けても食べることを拒否している。血液検査で異常値がでることはない。
	・野菜を摂取していないが、異常は認められていないことから、食事に関しては大きな問題はないため、食事についての目標から外すこととする。
・生活において支障が見られている為、姿勢を良くするように声掛けをし、姿勢の修正を図る必要がある。前を向いて歩けるように随時声掛けを行っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状安定し、現在の生活を維持する。
	1 病状変化に気付く。
	①困った事や不安な事は、そのままにせず確認する。
	①不調（指しゃぶり・手指振戦・表情のこわばり・落ち着きの無さ・独語）がある際には、そのことを認識できるようスタッフから声を掛ける。本人はその時に、不調を話せるようになる。

	
	②他利用者様に自ら話しかけることができる。
	②他者とコミュニケーションをとる。
	②周りに関心を持ち、挨拶や簡単な会話を自らできるようになる。スタッフは他者と交流できるように声掛けを行う。

	
	③健康と体力を保つ。
	③姿勢を正し、運動にきちんと取り組む。
	③歩行・立位時の姿勢が悪い際は、前を向いて歩くよう声掛けをし、自ら意識できるようになる。


